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業務効率化と
人手不足対策の切り札、
AI OCRとは？

オフィス内の事務処理には多くのI C Tソリューションが導入されていますが、取引先とのやりとりに紙の伝票が介
在し、その入力業務が大きな負荷となっている企業は少なくありません。AI OCR※1が今、そうした“人的作業”を
軽減し、人手不足対策の切り札になると期待されています。

株式会社リコー

─�OCR（光学的文字認識）のこれまでの歩みを簡単に紹
介してください。

嶋田　OCRそのものの歴史は古く、1960年代後半には
郵便番号の自動読み取り機で実用化されていました。認
識の精度は年を追うごとに高まり、辞書と照らし合わせ
認識精度を高める仕組みなども導入され、1990年代に
は技術的に成熟していました。
─�そのOCRが、現在改めて注目を集めているのはどうし
てですか。
嶋田　まずAI（人工知能）との組み合わせによる性能の向
上です。それまでのOCRはすでに96～97％の認識率を
マークしていましたが、多種多様なフォーマットが混在す
るような環境への対応は苦手でした。これがAIの導入に

1990年代に成熟した技術が、 
AIの導入でさらに発展

小規模の事業者こそ、 
AI OCRによる負荷軽減で大きな効果を

これまで必須だったエンジニアによる 
作業をなくし導入コストを低減

あらゆる種類のデータを 
同様にハンドリングできる業務環境の実現へ

─�AI OCRの業務への導入には、どのような特徴があり
ますか。
嶋田　これまで伝票処理へのOCRの導入には、どのよう
な伝票が存在し、伝票のどの部分がどの項目にあたるの
かという定義づけを、エンジニアがあらかじめ行う必要が
ありました。その行程に数十万円、時には数百万円という
費用がかかっていたのです。しかしAI OCRは、導入段階
ですでに他社で多くのデータを読み取り、学習を重ねてい
ます。そのため、改めての定義づけが不要で、導入時の
コストが小さく、またスムーズな稼働が可能です。また弊
社製品では、稼働後も学習が続き、伝票を読めば読むほど、
認識精度は高まっていきます。
─�AI OCRを使った業務の具体的な流れを教えてください。
嶋田　弊社製品を例に紹介いたします。まず、複合機で
紙の請求書をスキャンします。次にAIがその画像から日付、
金額などを適切に判断し、デジタルデータとして格納しま
す。そのデータを人間が目視で確認し、読み取りミスが
あれば訂正します。最終的にそれらのデータが、販売管

─�AI OCRにはクラウド型とオンプレミス型がありますが、
それぞれどのような特徴がありますか。
嶋田　クラウド型は、お客さま側にサーバーなどの設置の
必要がなく、より低コストでの運用が可能です。またAI部
分は複数のお客さまで共用となるため、学習の効果がよ
り高まります。またバージョンアップもクラウド側で行うため、
常に最新の機能をお使いいただけます。オンプレミス型は、
セキュリティポリシーの関係で社内の業務データを外に出

─�どのような企業に、大きな効果をもたらすのでしょうか。
嶋田　弊社製品では読み取りの対象を請求書に絞ってい
ますが、規模の比較的小さな事業者、具体的には毎月処
理する請求書の枚数が100枚から200枚くらいの事業者
に大きな効果があると考えています。こうした会社では、
経理部門に十分な人員を配置することが難しく、月末・月
初など請求書が集まる時期に手作業で入力するのは、か
なりの手間になっていると思われます。AI OCRを導入すれ
ば、こうした負担が格段に小さくなり、場合によっては導入
により浮いた人的リソースを別の業務に充てることもできる
でしょう。また小さな事業者であれば、取引先の数も限ら
れていることから、請求書のフォーマットも少なく、AI OCR
による認識もより正確になるというメリットもあります。冒頭
でも申し上げたように、RPAをすでに導入していらっしゃる
事業者では、より大きな効果があると考えられます。
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より、例えば紙の請求書であれば「この部分は日付、この
部分は金額を表す」と判断し、デジタルデータとして格納
することが可能になったのです。RPA※2の普及も追い風
になりました。手書きの伝票をAI OCRが読み取り、その
データをRPAが処理して販売管理システムや会計システム
に連携するという流れが、企業の事務作業の効率化に大
きく貢献することとなったのです。

※1 �AI OCR : 紙やPDFなどの文字情報を電子化する技術がOCR(Optical 
Character Recognition/Reader=光学的文字認識)で、これにAI（人工
知能）技術を取り入れたもの。

※2 �RPA：Robotic Process Automation（ロボティック・プロセス・オート
メーション）の略で、人工知能を備えたソフトウエアのロボット技術によ
り、定型的な事務作業を自動化・効率化すること。

※3 �API：Application Programming Interfaceの略で、自己のソフトウエ
アを一部公開して、ほかのソフトウエアと機能を共有できるようにした
もの。

※4 �フェイルセーフ : 何らかの装置・システムにおいて、誤操作・誤動作に
よる障害が発生した場合、常に安全側に制御すること。
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すことができないお客さまにご活用いただいています。た
だ、クラウド型を採用する販売管理システムや会計システ
ムなどが増えてきていることから、今後はそうしたシステム
とOCR、RPAなどがAPI※3連携し、“どこで動いているか”
を気にすることなくご利用いただけるようになっていくと思
われます。
─�AI OCRの今後の展望について、教えてください。
嶋田　認識率はかなり高まってきてはいますが、100％に
することは困難だと思います。しかしAI OCRで認識ミスが
あっても、下流工程のRPAがそれを異常値と判断したり、
注文書など別の証憑との突合でミスを感知したりすると
いったフェイルセーフ※4があれば、信頼性は大きく高まるで
しょう。もう一つの発展は、企業固有の表現（固有名詞など）
が多く、AIによる事前学習が不十分なために読み取り難
易度の高い、注文書、納品書、契約書などほかの伝票へ
の展開です。最終的な目標としては、OCRが介在すること
で、電子データ、メールの添付書類、紙の伝票をすべて
同じように扱えるようになると思いますし、それが現在目指
す一つのゴールであると考えております。

【図：AI OCRを活用した業務効率化のプロセス（請求書の場合）】
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STEP1
請求書ファイルアップロード
複合機やウェブブラウザーから請
求書伝票をクラウドにアップロード

STEP2
OCR処理

アップロードした請求書は、AIが
自動認識し、一括データ化

STEP3
帳票の修正・確定

担当スタッフがOCR結果を確
認・修正して確定処理を実行

STEP4
データをRPAが処理して会計
システムなどと連携
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理システムや会計システムに、場合によってはRPAによっ
て引き継がれることになります。AI OCRが読み取りミス
をしてお客さまが訂正した場合、AI OCRはそれが「ミスで
あった」と認識して、次回以降の読み取りはより正確にな
ります。


